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単元名 内容のまとまり 

生活習慣病などの予防 第２学年（１）健康な生活と疾病の予防 

単元の目標 

 
(1) 【知識及び技能】 
  ・健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける必要

があること。また、食事の量や質の偏り、運動不足、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは、生活習慣病
などの要因となることを理解する。 

     
(2) 【思考力、判断力、表現力等】 
  ・健康な生活と疾病に関わる事象や情報から、課題を発見し、疾病のリスクを軽減したり生活の質を高めたりす

ることなどと関連付け、解決方法を考え、適切な方法を選択し、それらを伝え合うことができるようにする。 
 
(3) 【学びに向かう力】  

・生活習慣病などの予防について、自他の健康の保持増進や回復について、学習に自主的に取り組むことができ
るようにする。 

 

 

単

元

の

評

価

規

準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
①生活習慣病は、日常の生活習慣が要因と
なって起こる疾病であること、また、運動
不足、食事の量や質の偏り、休養や睡眠の
不足、喫煙、過度の飲酒などの不適切な生
活行動が病気のリスクを高めることにつ
いて、理解したことを言ったり書いたり
している。 

 
②不適切な生活行動を若い年代から続ける
ことによって、やせや肥満などが引き起
こされたり、また、心臓や脳などの血管で
動脈硬化が引き起こされたり、歯肉に炎
症等が起きたり歯を支える組織が損傷し
たりする危険な変化が進行することにつ
いて、理解したことを言ったり、書いたり
している。 

 
③生活習慣病を予防するには、適度な運動
を定期的に行うこと、毎日の食事におけ
る量や頻度、栄養素のバランスを整える
こと、喫煙や過度の飲酒をしないこと、口
腔の衛生を保つことなどの生活習慣を身
に付けることが有効であることについ
て、理解したことを言ったり書いたりし
ている。 

 
④がんは、異常な細胞であるがん細胞が増
殖する疾病であり、その要因には不適切
な生活習慣をはじめ様々なものがあるこ
と、また、がんの予防には、生活習慣病の
予防と同様に、適切な生活習慣を身に付
けることなどが有効であることについ
て、理解したことを言ったり書いたりし
ている。 

 

 
①生活習慣病と健康における
事柄や情報などについて、保
健に関わる原則や概念を基
に整理したり、個人生活と関
連付けたりして、自他の課題
を発見している。 

 
②生活習慣病及びがんの予防
について、習得した知識を自
他の生活と比較したり、活用
したりして、健康の保持増進
をする方法を考えたり、選択
したりしている。 

 
③生活習慣病と健康について、
課題の解決方法とそれを選
択した理由などを、他者と話
し合ったり、ノートなどに記
述したりして、筋道を立てて
伝え合っている。 

 
 

 
①生活習慣病などの予防と健
康に関心を持ち、課題の解
決に向けた学習に自主的に
取り組もうとしている。 

 
 

【中学校】 第２学年 「保健体育科（保健分野）」の指導計画 



指導と評価の計画（全４時間） 

時

間 
ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 

 

※ 

本

時 

 

○ 生活習慣病を引き起こす要因につ

いて理解する。 

 

 

① 

 

  

 

 学習カード・ワークシート等 

２  

○ 生活習慣の不足によって引き起こ

される様々な病気について理解する。 

 

※専門家（保健師）による講義「Ｂ町のがん

の罹患の実際と生活習慣病について」 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

①  

学習カード・ワークシート等 

３  

○ 生活習慣病の予防について理解する。 

 

 

③ 

 

 

② 

 

②  

 

 

 

②  

学習カード・ワークシート等 

４  

１ がんという病気と、その発症の要因に

ついて理解する。 

２ がんの予防について理解する。 

 

 

④ 

 

 

 

 

③ 

③  

 

 

 

 ① 

③  

学習カード・ワークシート等 

 

 

 

本時の指導案（１/４時間） 

本
時
の
目
標 

○ より良い生活習慣やがん検診が、がんを予防するのに有効な手段であることを理解する。 

【知識及び技能】 

○ がんについて正しく理解し、予防のために自分ができることを考える。【思考力、判断力、表現力等】 

段

階 
学習内容と学習活動 

学習 

形態 
教師の指導と支援（♦評価規準と方法） 

導
入 

 

１ 本時の学習内容について確認する。 

○ がんについて知っていることをあげる。 

 （例）・こわい ・治らない ・苦しい 

 ・死んでしまう ・痛い ・長い入院 

 

○ がんについて、知りたいことをあげる。  

  ・がんはどんな病気なのか 

  ・みんながんになるのか 

  ・どうすれば予防できるのか 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

全体 

 

○ がんについて知っていることを自由に発表させる。 

 

※がんに関する内容を扱うにあたって、生徒への配

慮を行う。 

 

○ がんは身近な病気であることを意識させ、詳し

く知りたいなど興味をもたせることができるよう

にする。 

 

【学習課題】 がんについて正しく理解し、どのように予防するとよいか考えよう。 



展
開 

 

２ がんについての理解を深める。 

○ 健康な体がどうなることを「がん」

というのか理解する。 

・細胞が変異し、それが修復できなく

なる病気 

○ がんの原因は何か考える。 

・たばこ ・酒  ・肥満 

(主な３つの原因) 

・細菌、ウイルス 

・生活習慣 ・遺伝的原因 

３ がんにならないためにできることを知る。 

○ がんにならないために自分たちにで

きることは何か考える。 

・３つの原因の中で、どれなら気をつ

けられるか 

・生活習慣なら自分で気を付けること

ができるか 

○ どのような生活を送るとよいか考え

る。 

・たばこを吸わない 

・食事の内容などに気をつける 

・適度な運動をする 

４ がん検診の有効性を知る。 

○ 細菌や遺伝が原因のがんや、原因不

明のがんに関してはどのような対策が

取れるか。 

・検査を受ける 

○ 検査の結果、早期にがんが発見でき

ると、どのくらいの人が治るのか。 

・約９５％ 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

※個別に配慮する生徒を確認しておく。 

 

○[モジュール 1]スライド 1～6を用いて、がんのし

くみを説明し、感じたこと等をノートに記入させ、

発表させる。 

 

○がんの原因について、思いつくものを自由に発表

させる。 

 

○[モジュール 4]スライド 1～5を用いてがんの要因

には様々なものがあることを理解できるようにす

る。 

 

○自由に考えさせた後、ノートに記入し、グループ

で話し合い発表させる。 

○細菌を防いだり遺伝はどうすることもできない

が、生活習慣は変えられることを押さえる。 

○発表後、[モジュール 4]スライド 6～11を用いて、

望ましい生活習慣が大切であることを理解させ

る。 

 

 

 

 

○[モジュール 5]スライド 6～7を用いて、がん検診

の受診率が低いことを伝える。 

 

 

○[モジュール 5]スライド 1～5を用いて、検診によ

る早期発見が治癒率を高くしていることを知ら

せ、定期的な検診の必要性を理解させる。 

ま
と
め 

 

５ 本時の学習についてまとめる。 

●授業を通してわかったことや感じたこ

とは何か 

・自分の考えや感想、外部講師への謝辞

を含め発表する 

 

 

一斉 

 

○本時の学習の感想を書き、発表させる。 

○発表を聞くことで、自身の考えを深めさせる。 

 

◆がんについて正しく理解し、予防のために自 

分ができることを考えたり、選択したりして 

いる。   【思考力、判断力、表現力等】 

 

評価方法：学習カード・ワークシート 

 

 

工夫のポイント 

 

・身近なこととして感じられるように、体験談を交えて授業を行う。（生徒自身の体験ではなく、教材にあるよ

うな事例を） 

・生活習慣を防ぐための具体的な行動を生徒に考えさせ、発表、交流することで、主体的、対話的な深い学びに

つなげる。 

 

 


